
岡崎市火葬場建設基本計画(案)に対する意見と市の考え方

意見等の内容 市の考え方

１ 火葬場・待合室は、プライバシーが保たれるような

間取りで温かみがあり、清潔でほんの一時でもリラッ

クスできるような部屋作りに心掛けてもらいたい。

また、ソファー、ミニキッチン、器等の器具にも配

慮してほしい。

整備に向けた基本方針にも記載していると

おり、会葬者となるご遺族等に配慮した動線

を計画し、プライバシーを確保した空間づく

りを目指してまいります。

設備や器具につきましては、施設や雰囲気

に相応しいものを設置したいと考えていま

す。

２ 火葬終了の知らせについて放送ではなく、直接待合

室へ来て知らせてほしい。

３ スタッフには感謝しているが、今以上に会葬者の気

持ちを汲んで対応してもらいたい。

利用される方の心情等に配慮したサービス

が提供できる運営を検討してまいります。

４ 課題で「ご遺体の大型化」という表現があるが、一

般的なものなのか。

現在の火葬場を整備した頃に比べてご遺

体、棺、火葬炉が大型化しています。

５ 基本方針（方針２）は「しめやかに故人と最後のお

別れをする場としてふさわしい施設とします。」の表

現が適切ではないか。

表現につきましては、ご意見を参考にしま

す。

６ 基本方針（方針４）に省 CO2 という表現があるが、

あまりこういう言い方はしないのではないのか。

国や都道府県の事業名称、指針等で利用さ

れています。

７ 家族、親戚が尊き別れをする場所で犬・猫等を焼却

している。現在は、便宜上焼却していると思うが、即

止めていただきたい。犬・猫等は、クリーンセンター

や民間で行えばよいかと思う。人間は人間だけで、動

物は別な場所でと考える。豊田市はきちっとしてい

る。豊田市の人に話をしたら驚いていた。

犬・猫等は昭和 51年６月から受け入れてお

り、動物炉の利用状況は過去３年間の平均で

年間約 2,800 頭と多くの市民の皆様にご利用

いただいております。

また、西三河８市内に設置された火葬場の

うち死亡動物の受入れをしていないのは、豊

田市のみです。県内でも名古屋市、豊橋市、

一宮市など多くの火葬場で受入れをしていま

す。

市民の皆様の認知度や需要などを総合的に

判断する必要があると考えております。

８ 火葬時間が重なり待合室、控え室で人が溢れ、居場

所がなかったことがある。計画案のように部屋数を増

設し、洋室タイプの部屋が老若問わず快適に過せると

思う。畳は足が痛くて喜ばれない。

整備に向けた基本方針や必要な各室の検討

及び規模に記載のとおり整備してまいりま

す。

９ 火葬待ち時間に昼食を取る事になり、数量が正確に

把握できず、不足してしまった。数量を確認して葬儀

屋に注文するが、結果的に不足しまうことがある。当

日は慌しいので火葬場から手配できるようにしても

飲食について、どのようなものが提供可能

かを近隣火葬場の状況を参考に場所、方法等

を検討してまいります。



らえるとありがたい。何かいい工夫が無いか検討願い

たい。

10 最近、高齢者の死亡の際、近隣では家族葬が主流と

なってきている。

こうしたこと考慮して、火葬場に隣接して小ホール

を設けてほしい。都会では、身寄りがなく直葬も多い

と聞く。岡崎市も近いうちに同じようなことになると

思うので、最後にお別れする場を設けてほしい。

隣接する岡崎墓園納骨堂内に葬祭場がござ

いますので、こちらをご利用ください。

11 運営について「民間活用も含め検討する。」との記

述があるが、どのように民間企業が参入するのか。

市民の最後の場所については、運営者が民間企業で

はなく、従来方式で、あくまで行政が責任を持って市

民の火葬にあたるべきではないかと考える。

指定管理者等に委託するのも、昨今の財政状況から

すれば理解できるが、市民の声を反映させることが出

来る、市の責任・管理下で遂行されるようお願いした

い。

運営全般又は業務の一部を民間に委託する

火葬場が増えており、本市においても民間活

力導入可能性調査を実施し、ＰＦＩ、指定管

理、直営など、その運営手法について総合的

に検討しています。

なお、民間企業が運営、管理する場合にお

いても、行政が責務を回避するのではなく、

事業の安全性や公共サービスの利便性につい

て、監視体制を敷きながら、その確保を図っ

ていくことになります。

12 施設の整備について市民が必ず利用する施設であ

るので、利用者の市民の声を反映させた良い整備をお

願いしたい。

パブリックコメントをはじめ寄せられたご

意見を検討しながら、整備をしてまいります。

13 才栗町地内に墓園、斎場、旧一般廃棄物最終処分場

が所在し、中央クリーンセンターが付近に位置する。

こうした施設が集中しているので、場所の選定につ

いては、これを機に全市平等の見地に立って考えてい

ただきたい。全域で分かち合う施設だと思う。

今後は、炉の耐用年数を目安に、早速次期候補地を

探し、建設の準備、計画に取り掛かればよいかと思う。

イメージの良くない施設が、更に半世紀存在するこ

とになる町内住民への気持ちの配慮をお願いしたい。

施設の老朽化や高齢社会の到来により死亡

件数の増加が見込まれて早急な対応が求めら

れる中、市の財政状況や法規制等を考慮する

と、以下の主な理由から、現在の敷地内で建

替えることが合理的であると判断しました。

・岡崎市のほぼ中央に位置しているので、市

民が利用しやすい場所である。

・別の場所で建替える場合、用地買収、移転

補償、交通アクセス整備等に多額の費用が必

要となる。

・岡崎墓園の敷地に隣接しているため火葬場

としてふさわしい環境が整っている。

・現在の敷地は火葬場として都市計画決定さ

れているので、法的手続きが比較的容易であ

る。

現在、市としましては火葬場を他用途へ転

用することは考えておりません。また、市街

化調整区域であることから、利用等について

も制限されます。



墓園、斎場、旧一般廃棄物最終処分場が才

栗町にありますが、その他にも付近には生活

に密着した市民病院、中央総合公園が配置さ

れており、それに伴う周辺地域の交通アクセ

ス等も整備されていることから、ご理解いた

だきたいと存じます。

14 施設内に軽食コーナー等を設けてもらいたい。 利用される方のニーズに合ったサービスの

提供が可能かどうか検討してまいります。

15 環境にやさしい施設とは何か？排ガス、排水はすべ

て才栗町に放出される。第三者の監視が必要ではない

か？

子供たちに有害でなければ問題ないかと思う。

現火葬場に係る排水のうち、雨水は才栗町

集落側に流れていますが、汚水及び生活雑排

水は浄化槽で浄化し、岡崎墓園側に流れてい

ます。

また、排ガス、悪臭について８月に調査し

たところ、すべての項目において国が定める

基準値の範囲内でありました。

なお、新火葬場につきましては、最新の技

術を有する設備の導入を検討しており、環境

への影響は問題ないものと認識しています。

16 以前、現在の火葬場周辺で火災が発生したことか

ら、こうした際に有効利用できる消防用水利の検討を

お願いする。

現在の火葬場にも消火栓が設置されていま

す。建替えの際にも、消防本部の指導を仰ぎ

ながら、検討します。

17 市道を右折して火葬場へ入場する際に、車列による

渋滞が発生しないような場内配置など進入計画の検

討をお願いする。

高齢化社会の到来に伴う死亡者数の増加が

見込まれるため、スムーズな車両の進入がで

きるような配置を検討します。

18 火葬場は、市内のどこかに建設しなければならず、

現在地での建替えは仕方ないと思う。そこで、イメー

ジを良くするために、名称や外観にこだわってみては

どうか。

今後、事業を進めていく上で華美にならず、

全体として心安らげる施設を検討します。

19 事業を実施するにあたり、地元企業の参画や雇用に

ついても考えてほしい。

地元企業の参画や雇用については、今後検

討してまいります。

20 火葬時間に子ども等が不快なく過ごせるよう公園

を設置してみてはどうか。

屋外公園につきましては、余剰スペースが少

ないこと、人生の終焉を悼む場という施設の

目的と馴染まないことから、整備予定はあり

ません。

ただし、待合機能において、会葬者のニー

ズに合わせて多目的に利用できるスペースと

してキッズルームの設置を検討しています。


